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は
じ
め
に
室
町
幕
府
の
三
代
将
軍
足
利
義
満
は
、
日
本
の
歴
史
上
珍
し
い
絶
対
的
な
権
力
者
で

あ
っ
た
。
高
度
な
政
治
的
な
セ
ン
ス
に
支
え
ら
れ
た
交
渉
術
で
巧
み
に
守
護
大
名
た
ち
の
勢
力
を

削
ぐ
一
方
、
朝
廷
に
あ
っ
て
は
摂
関
以
下
の
廷
臣
を
手
な
ず
け
て
家
臣
と
し
、
太
政
大
臣
に
昇
り

つ
め
た
。
公
武
政
権
を
統
一
し
た
義
満
の
権
力
の
源
泉
が
何
で
あ
る
か
、
こ
れ
ま
で
様
々
に
考
察

さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
完
壁
さ
に
対
し
、
い
ま
だ
十
分
な
説
明
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
義
満
は
、
世
阿
弥
を
見
出
し
た
一
事
を
と
っ
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
文
化
に
対
す

る
感
性
が
抜
群
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
を
政
治
に
利
用
す
る
の
に
長
け
て
い
た
事
実
が
あ
る
。
王
朝

文
化
の
教
養
を
十
分
に
身
に
つ
け
た
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
の
将
軍
に
は
不
可
能
で
あ
っ
た
朝
廷
へ

の
進
出
を
果
た
し
た
。
各
地
へ
派
手
な
遊
覧
を
繰
り
返
し
た
の
は
、
地
方
の
大
名
へ
の
威
嚇
を
兼

ね
て
い
た
。
義
満
の
権
力
を
荘
厳
す
る
も
の
と
し
て
、
同
時
代
の
文
化
の
あ
り
よ
う
を
考
え
る
。

○
足
利
義
満
ら
室
町
幕
府
将
軍
の
、
公
・
武
・
禅
の
領
域
に
わ
た
る
文
化
的
素
養
の
深
さ
。

○
将
軍
の
、
同
時
代
の
文
学
・
学
問
・
芸
能
・
美
術
等
に
対
し
指
導
力
を
発
揮
し
た
具
体
的
事
例

と
そ
の
影
響
。

○
室
町
幕
府
の
将
軍
権
力
が
、
文
化
現
象
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
荘
厳
さ
れ
、
成
熟
し
て
い
つ

と
い
っ
た
点
を
探
り
、
政
治
史
・
文
化
史
を
融
合
し
た
形
で
の
、
室
町
時
代
の
把
握
を
試
み
る
。

将
軍
権
力
の
実
質
に
つ
い
て
、
同
時
代
文
化
に
対
す
る
指
導
力
を
重
視
し
、
そ
の
執
政
と
互
い

に
補
完
し
あ
う
も
の
と
し
た
視
点
は
珍
し
い
で
あ
ろ
う
。
歴
史
学
者
の
将
軍
権
力
論
は
、
あ
く
ま

で
封
建
制
に
基
づ
く
武
家
政
権
の
首
長
と
し
て
評
価
し
た
も
の
で
、
権
力
維
持
の
た
め
の
重
要
な

装
置
で
あ
っ
た
文
化
現
象
は
閑
却
さ
れ
て
い
る
。
近
年
話
題
と
な
っ
た
、
今
谷
明
『
室
町
の
王
権
』

（
平
成
二
年
）
も
、
朝
廷
（
後
円
融
天
皇
）
と
幕
府
（
義
満
）
と
の
間
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
権
力
争

い
の
延
長
線
上
と
し
て
、
王
位
墓
奪
説
を
唱
え
た
も
の
で
あ
る
。
成
人
後
の
義
満
は
完
全
に
公
家

で
あ
っ
て
、
公
家
が
保
持
し
て
き
た
王
朝
文
化
の
最
大
の
庇
護
者
と
な
り
、
こ
れ
を
古
典
と
し
て

再
生
さ
せ
る
役
割
を
担
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
着
目
し
て
こ
そ
、
義
満
の
権
力
の
実
質
、
そ
の
治
世

の
方
向
性
も
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
時
代
の
文
化
現
象
は
そ
の
ま
ま
将
軍
権
力
の
表
象

と
も
言
え
る
。
た
と
え
ば
文
学
作
品
で
も
、
和
歌
（
将
軍
の
命
に
よ
る
勅
撰
集
、
将
軍
主
催
の
歌

会
・
歌
合
）
・
漢
文
学
（
五
山
僧
に
よ
る
将
軍
讃
美
の
詩
文
）
・
軍
記
（
将
軍
と
守
護
大
名
と
の
戦

争
の
記
録
）
・
紀
行
文
（
将
軍
の
遊
覧
へ
の
随
行
記
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
作
品

は
さ
し
て
研
究
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
本
研
究
に
お
い
て
初
め
て
具
体
的
な
考
察
が
加
え
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
個
別
の
文
化
的
業
績
に
対
す
る
研
究
成
果
に
基
づ
き
、
新
た
な
将
軍
権
力
論
が
構
成

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

足
利
義
満
の
伝
記
は
数
多
い
が
、
そ
の
基
礎
と
な
る
デ
ー
タ
は
、
臼
井
信
義
の
人
物
叢
書
（
昭

た
か
。

研
究
経
費

間
撞
肇
蔓
・
・
０
円

平
成
一
七
年
度
・
・
一
五
○
○
○
○
○
円

間
接
姪
費
・
・
０
円

平
成
一
八
年
度
。
．
七
○
○
○
○
○
円

平
成
一
九
年
度
・
・
一
三
○
○
○
○
○
円
（
直
接
経
費
・
・
一
○
○
○
○
○
○
円
、
間
接
経
費
・
・
三
○

○
○
○
○
円
）

研
究
組
織

研
究
代
表
者
小
川
剛
生
（
国
文
学
研
究
資
料
館
・
文
学
資
源
研
究
系
・
准
教
授
）
義
満
期

の
公
家
日
記
の
研
究
、
伝
記
資
料
の
収
集
。
研
究
の
統
括
。

研
究
分
担
者
松
岡
心
平
（
東
京
大
学
大
学
院
・
総
合
文
化
研
究
科
・
教
授
）
室
町
期
の
文

学
・
芸
能
関
係
資
料
の
研
究
。
共
同
研
究
の
主
催
。

和
三
五
年
）
の
域
を
実
は
出
て
お
ら
ず
、
補
訂
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
近
年
よ
う
や
く
政
治

史
偏
重
の
歴
史
記
述
へ
の
反
省
が
見
ら
れ
、
権
力
と
文
化
と
の
相
互
関
係
を
重
視
す
る
動
き
が
高

ま
っ
て
い
る
。
文
学
史
で
は
、
足
利
将
軍
の
『
源
氏
物
語
』
『
平
家
物
語
』
へ
の
傾
倒
に
注
目
し
、

そ
の
王
権
を
荘
厳
す
る
物
語
と
し
て
利
用
し
た
と
す
る
考
え
も
あ
る
が
、
義
満
の
側
で
そ
れ
を
欲

し
た
事
情
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
の
文
化
的
業
績
を
確
か
な
資
料
に
基
づ
い
て
分
析

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
一
方
、
近
年
、
音
楽
・
絵
画
な
ど
中
世
芸
術
の
諸
分
野
に
お
い
て
、

義
満
の
存
在
は
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
本
研
究
は
、
こ
う
し
た
最
近
の
研
究
動
向
と
連
動
し
つ
つ
、

総
合
的
に
義
満
の
業
績
を
収
集
し
、
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

研
究
経
過

口
平
成
一
七
年
度

①
『
迎
陽
記
』
の
テ
キ
ス
ト
・
デ
ー
タ
化
と
公
刊
準
備
（
小
川
）

義
満
の
時
代
の
基
礎
史
料
で
あ
る
『
迎
陽
記
』
に
つ
い
て
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
・
宮
内
庁
書

陵
部
に
赴
い
て
調
査
を
行
い
、
紙
焼
写
真
二
○
○
○
枚
弱
を
購
入
し
た
。
ま
た
、
お
茶
の
水
図
書

館
蔵
成
賛
堂
文
庫
の
東
坊
城
家
旧
蔵
本
の
写
本
も
調
査
を
終
え
た
。
つ
い
で
、
記
事
が
現
存
す
る

康
暦
元
・
二
、
応
永
五
・
六
・
八
の
五
年
分
の
記
事
の
テ
キ
ス
ト
・
デ
ー
タ
化
に
着
手
し
、
予
定

通
り
、
二
○
万
字
（
含
傍
注
）
の
翻
刻
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

②
義
満
の
政
治
的
行
動
に
つ
い
て
の
研
究
（
小
川
）

ま
ず
義
満
の
和
歌
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
っ
た
。
つ
い
で
、
そ
の
歌
道
師
範
で
あ
り
、
側
近
で
も

あ
っ
た
飛
鳥
井
雅
縁
を
取
り
上
げ
た
。
そ
こ
で
天
理
図
書
館
よ
り
飛
鳥
井
家
旧
蔵
『
古
今
問
答
』

-l-



ほ
か
の
歌
書
の
写
真
を
購
入
し
、
雅
縁
自
筆
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
紙
背
文
書
は

当
時
の
要
人
の
書
状
で
あ
り
、
義
満
の
時
代
の
生
々
し
い
証
言
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
没
後
ま
も

な
い
義
満
が
「
尊
号
御
事
」
と
称
さ
れ
て
い
た
新
事
実
も
判
明
し
た
。

③
室
町
将
軍
と
学
問
・
芸
能
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
（
松
岡
・
小
川
）

財
団
法
人
観
世
文
庫
に
於
い
て
、
室
町
か
ら
江
戸
に
か
け
て
の
演
能
に
関
す
る
史
料
に
つ
い
て
、

数
度
の
共
同
調
査
・
研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果
の
一
部
を
『
国
文
学
』
（
学
燈
社
）
誌
上
に
公
表
し

た
。
続
い
て
、
没
後
六
百
年
を
記
念
し
て
、
百
両
シ
三
塁
誌
で
足
利
義
満
特
集
を
組
む
こ
と
を
決

定
し
、
二
月
二
五
日
に
森
話
社
で
打
合
せ
を
行
っ
た
。
そ
の
場
で
、
一
八
年
一
二
月
に
刊
行
す

る
こ
と
、
松
岡
・
小
川
の
ほ
か
、
日
本
史
・
日
本
文
学
の
研
究
者
六
名
に
、
義
満
な
い
し
室
町
幕

府
将
軍
の
文
化
政
策
、
外
交
・
経
済
・
禅
宗
・
建
築
・
学
問
・
歌
道
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
で
の
論

文
執
筆
を
依
頼
す
る
こ
と
な
ど
が
決
定
し
た
。
依
頼
し
た
全
員
か
ら
は
執
筆
の
快
諾
を
得
た
。
次

年
度
の
研
究
は
、
こ
の
特
集
の
編
纂
を
軸
と
し
て
展
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

口
平
成
一
八
年
度

①
義
満
時
代
の
基
本
史
料
刊
行
の
た
め
の
準
備
（
小
川
）

前
年
度
に
引
き
続
い
て
『
迎
陽
記
』
を
対
象
と
し
、
本
年
度
は
改
元
記
を
中
心
に
本
文
を
整
定

し
た
。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
・
宮
内
庁
書
陵
部
・
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
・
国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
に
写
本
調
査
に
赴
き
、
紙
焼
写
真
を
購
入
し
、
翻
刻
を
進
め
た
。
康
安
か
ら
応
永
ま
で
九

度
に
わ
た
る
改
元
の
記
を
ほ
ぼ
入
力
し
終
え
た
。
足
利
義
満
の
政
治
的
意
向
が
年
号
に
そ
の
ま
ま

影
響
し
た
こ
と
、
当
代
の
漢
籍
受
容
に
関
し
て
も
重
要
な
知
見
を
得
ら
れ
た
。

②
義
満
の
政
治
行
動
（
儀
式
・
遊
覧
・
戦
争
・
造
営
）
に
つ
い
て
の
記
録
・
書
物
の
研
究
（
小
川
）

前
年
度
と
同
様
の
研
究
を
続
け
た
。
義
満
の
側
近
で
あ
っ
た
飛
鳥
井
雅
縁
を
取
り
上
げ
、
論
文

「
寵
臣
か
ら
見
た
足
利
義
満
」
を
執
筆
し
、
下
記
百
国
シ
昌
』
第
４
号
に
掲
載
し
た
。
こ
の
過

程
で
、
雅
縁
の
義
満
を
追
悼
し
た
仮
名
日
記
『
鹿
苑
院
殿
を
い
た
め
る
辞
』
の
、
最
古
写
本
を
発

見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

③
室
町
時
代
前
期
に
お
け
る
仙
洞
・
将
軍
家
関
係
の
芸
能
活
動
に
つ
い
て
の
研
究
（
松
岡
）

前
年
度
と
同
様
の
作
業
を
続
け
、
講
演
・
論
文
と
し
て
公
表
し
た
。
室
町
将
軍
の
意
図
し
た
都

市
計
画
と
し
て
、
「
花
の
都
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
研
究
し
、
論
文
を
下
記
胃
両
シ
三
こ
第
４

号
に
掲
載
し
た
。
ま
た
世
阿
弥
の
芸
術
論
書
を
文
化
史
的
視
点
か
ら
再
読
す
る
こ
と
に
も
努
め
た
。

④
雑
誌
冒
両
シ
宮
こ
足
利
義
満
特
集
号
の
編
纂
と
刊
行
（
松
岡
・
小
川
）

ま
ず
八
月
四
日
に
「
足
利
義
満
の
文
化
戦
略
」
と
題
し
て
櫻
井
英
治
・
高
岸
輝
・
松
岡
・
小
川

に
よ
る
座
談
会
を
行
っ
た
。
十
二
月
二
日
に
は
相
国
寺
管
長
有
馬
頼
底
和
尚
に
松
岡
・
小
川
で
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
松
岡
・
小
川
の
ほ
か
、
日
本
史
・
日
本
文
学
・
宗
教
史
研
究
者

六
名
か
ら
室
町
幕
府
将
軍
の
文
化
政
策
に
関
す
る
論
文
を
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

研
究
業
績
※
●
は
本
報
告
書
に
収
録

○
小
林
康
夫
・
松
岡
心
平
対
談
世
阿
弥
の
身
と
心
と
体
ｌ
存
在
と
時
間
『
国
文
学
解
釈
と

教
材
の
研
究
』
第
釦
巻
７
号
（
特
集
能
ｌ
歴
史
と
身
体
）
平
成
ｎ
年
７
月
、
６
～
お
頁
。

以
上
を
松
岡
心
平
・
小
川
剛
生
編
百
ｍ
シ
三
昼
第
４
号
に
「
足
利
義
満
の
時
代
」
と
題
し
て

一
九
年
六
月
に
森
話
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
反
響
は
大
き
く
、
初
版
一
二
○
○
部
は
ま
も
な
く
品

切
れ
と
な
り
、
八
月
に
急
遼
八
○
○
部
を
増
刷
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

口
平
成
一
九
年
度

①
足
利
義
満
年
譜
（
稿
）
の
編
纂
（
小
川
）

本
研
究
の
ま
と
め
と
し
て
、
義
満
の
事
蹟
を
細
大
漏
ら
さ
な
い
年
譜
を
編
纂
し
た
。
項
目
は
二

千
以
上
に
及
ん
だ
。
公
家
日
記
の
記
事
を
精
読
す
る
こ
と
で
、
政
治
・
文
化
的
業
績
と
そ
の
意
味

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
そ
こ
で
『
迎
陽
記
』
と
と
も
に
、
吉
田
兼
煕
・
兼
敦
父
子
の

日
記
『
吉
田
家
日
次
記
』
が
極
め
て
重
要
な
史
料
と
な
っ
た
。
自
筆
本
が
天
理
図
書
館
に
蔵
さ
れ

て
お
り
、
本
文
批
判
の
要
は
少
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
記
事
が
多
く
、
義
満
の

伝
記
研
究
に
寄
与
す
る
面
が
多
大
で
あ
っ
た
。
ま
た
禅
僧
の
語
録
文
集
に
も
重
要
な
史
料
を
見
出

す
べ
く
、
『
五
山
文
学
新
集
』
な
ど
史
料
集
刊
本
も
購
入
し
た
。

②
義
満
文
化
圏
の
構
成
と
活
動
に
つ
い
て
の
研
究
（
小
川
）

義
満
の
も
と
で
は
公
家
・
武
家
・
禅
僧
の
一
同
に
会
す
る
雅
会
が
し
ば
し
ば
開
催
さ
れ
た
が
、

そ
の
紐
帯
と
な
っ
た
の
は
和
漢
聯
句
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
作
品
も
残
存
す
る
よ
う
に
な
る
。

そ
こ
で
至
徳
三
年
（
一
三
八
六
）
張
行
と
推
定
さ
れ
る
和
漢
聯
句
百
韻
を
取
り
上
げ
、
七
月
一
二

日
、
「
南
北
朝
の
政
治
と
文
化
’
二
条
良
基
と
足
利
義
満
の
和
漢
聯
句
」
と
題
し
て
国
文
学
研
究

資
料
館
に
て
講
演
し
、
二
月
、
こ
れ
を
冊
子
に
ま
と
め
た
。
精
細
に
読
み
解
く
こ
と
で
、
和
漢

聯
句
を
当
代
の
学
問
史
・
文
化
史
の
史
料
と
し
て
も
大
い
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

③
室
町
時
代
前
期
に
お
け
る
仙
洞
・
将
軍
家
関
係
の
芸
能
活
動
に
つ
い
て
の
研
究
（
松
岡
）

前
年
度
と
同
様
の
作
業
を
続
け
、
と
り
わ
け
観
世
文
庫
の
調
査
を
通
じ
て
新
た
に
得
た
知
見
を

基
に
し
て
、
世
阿
弥
の
芸
術
論
書
に
新
た
な
文
化
史
的
視
点
を
取
り
入
れ
た
分
析
を
試
み
た
。

④
報
告
替
の
編
纂
（
小
川
）

以
上
の
研
究
成
果
の
一
部
は
、
既
に
雑
誌
『
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｉ
』
第
４
号
に
収
録
、
刊
行
さ
れ
て
い

る
が
、
三
年
間
の
成
果
を
踏
ま
え
て
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
す
な
わ
ち
論
文
編
、
迎
陽
記
の
諸
本

研
究
と
日
次
記
翻
刻
、
足
利
義
満
年
譜
（
稿
）
の
三
部
構
成
で
あ
る
。
但
し
紙
数
の
関
係
上
、
収

録
は
研
究
成
果
の
ご
く
一
部
に
と
ど
ま
る
。
な
お
、
小
川
が
没
後
六
○
○
年
を
記
念
し
て
中
公
新

書
『
足
利
義
満
』
の
執
筆
を
依
頼
さ
れ
た
。
研
究
成
果
を
広
く
一
般
に
伝
え
る
た
め
、
今
年
度
か

ら
そ
の
執
筆
を
開
始
し
た
。
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●
小
川
剛
生

成
ｎ
年
、
月
、

○
小
川
剛
生
観
世
文
庫
解
題
江
戸
前
期
ｌ
演
能
の
記
録
を
中
心
に
『
国
文
》

の
研
究
』
第
釦
巻
７
号
（
特
集
能
Ｉ
歴
史
と
身
体
）
平
成
ｎ
年
７
月
、
妬
～
妬
頁
。

●
小
川
剛
生
足
利
義
満
の
和
歌
『
和
歌
を
ひ
ら
く
第
１
巻
和
歌
の
力
』
、
山

『
国
文
学岩

○
中
沢
新
一
・
松
岡
心
平
対
談
金
春
禅
竹
と
中
世
文
化
の
深
層
『

特
集
生
誕
六
百
年
記
念
金
春
禅
竹
の
世
界
）
、
平
成
Ⅳ
年
加
月
、
邪

○
松
岡
心
平
能
に
お
け
る
安
土
桃
山
ｌ
『
也
足
詞
書
和
歌
』
に
み

學
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
別
巻
Ⅱ
号
、
平
昭
年
Ⅲ
月
、
刃
～
幻
頁
。

○
松
岡
心
平
芸
能
の
身
体
の
改
革
者
と
し
て
の
世
阿
弥
中
世
文
一

日
本
文
化
を
解
明
で
き
る
か
』
笠
間
書
院
、
平
成
昭
年
ｎ
月
、
釦
～
一

○
小
川
剛
生
乱
世
の
宮
廷
と
歌
人
た
ち
ｌ
南
朝
を
中
心
に
国
立
一

○
小
川
剛
生
乱
世
の
宮
廷
と
歌
人
た
ち
ｌ
南
朝
を
中
心

対
談
金
春
禅
竹
と
中
世
文
化
の
深
層
『

中
世
文
学

国
立
歴

釦
～
唾

に
み 郡

○
小
川
剛
生
良
基
と
世
阿
弥
ｌ
『
良
基
消
息
詞
』
偽
作

３
号
（
特
集
生
誕
六
百
年
記
念
金
春
禅
竹
の
世
界
）
幸

○
小
川
剛
生
『
二
条
良
基
研
究
』
笠
間
書
院
、
平
成
凹

○
松
岡
心
平
源
氏
物
語
を
読
む
金
春
禅
竹
『
Ｚ
Ｅ
Ａ

記
念
金
春
禅
竹
の
世
界
）
平
成
ｎ
年
如
月
、
酌
～
皿
頁
。

良
基
と
世
阿
弥
ｌ
『
良
基
消
息
詞
』
偽
作

と
貴
族
の
世
界
』
塙
書
房
、
平
成
四
年
３
月
、
お
～
⑱
頁

○
有
馬
頼
底
・
松
岡
心
平
・
小
川
剛
生
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
相
国
寺
を
創
っ
た
将
軍
Ｉ
足
利
義
満

六
百
年
忌
に
よ
せ
て
『
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｉ
』
第
４
号
（
特
集
足
利
義
満
の
時
代
’
六
百
年
忌
記
念
）
、

六
百
年
忌
に
よ
せ
て
『
Ｚ
Ｅ
△

平
成
四
年
６
月
、
ｍ
～
沙
頁
。

Ａ
Ｍ
Ｉ
』
第
４
号
（
特
集
足
利
義
満
の
時

●
松
岡
心
平
花
の
時
代
の
演
出
家
た
ち

代
’
六
百
年
忌
記
念
）
、
平
成
四
年
６
月
、

●
小
川
剛
生
寵
臣
か
ら
見
た
足
利
義
満
‐

っ
て
１
『
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｉ
』
第
４
号
霊

っ
て
１
『
Ｚ
Ｅ
。 寵
臣
か
ら
見
た
足
利
義
満
ｌ

○
桜
井
英
治
・
高
岸
輝
・
松
岡
心
平
・
小
川
剛
生
座
談
会
足
利
義
満
の
文
化
戦
略
『
Ｚ
Ｅ

Ａ
Ｍ
Ｉ
』
第
４
号
（
特
集
足
利
義
満
の
時
代
’
六
百
年
忌
記
念
）
、
平
成
四
年
６
月
、
羽
～
印
頁
。

●
松
岡
心
平
花
の
時
代
の
演
出
家
た
ち
『
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｉ
』
第
４
号
（
特
集
足
利
義
満
の
時

●
南
北
朝
の
政
治
と
文
化
’
二
条
良
基
と
足
利
義
満
の
和
漢
聯
句
総
合
研
究
大
学
大
学
確

科
学
研
究
科
教
育
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
講
義
第
Ⅲ
号
平
成
四
年
Ⅱ
月
ｌ
～
誕
頁
。

○
小
川
剛
生
禁
裏
本
・
禁
裏
文
庫
に
つ
い
て
ｌ
高
松
宮
（
有
栖
川
宮
）
本
を
中
心
に
『

○
小
川
剛
生
禁
裏
本
・
禁
裏
文
庫
に
つ
い
て
ｌ
高
松
宮
（
有
鉦

総
合
研
究
大
学
大
学
院『

第
四
輯
（
日
本
大
学
国
文
学
会
）
平
成
四
年
ｎ
月
、
３
～
喧
頁
。

６
月
、
輝
～
ｍ
頁
。

説
を
め
ぐ
っ
て

生
誕
六
百
年
記
念
金
春
禅
竹
の
世
界
）
平
成
ｎ
年
ｎ
月
、
》

『
二
条
良
基
研
究
』
笠
間
書
院
、
平
成
Ⅳ
年
ｎ
月
、
総
弛
頁
。

源
氏
物
語
を
読
む
金
春
禅
竹
『
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｉ
』
第
３
号

飛
鳥
井
雅
縁
『
鹿
苑
院
殿
を
い
た
め
る
辞
』
を
め
ぐ

Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｉ
』
第
４
号
（
特
集
足
利
義
満
の
時
代
’
六
百
年
忌
記
念
）
、
平
成
旧
年

蛇
～
”
頁
。

Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｉ
』
第
３
号

犯
～
”
頁
。

会
編
『
中
世
文
学
研
究
は

史
民
俗
博
物
館
編
『
和
歌

頁
。

え
る
古
津
宗
印

～
鍋
頁
。

文
化

解
釈
と
教
材

『
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｉ
』
第

蠅
～
麺
頁
。

（
特
集
生
誕
六
百
年

波
書
店
、語

文
』

『
國
文 平

へ
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